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令和2年度第10回Web理事会報告 

日 時：令和3年3月11日(木)  

14：00～16：40    

場 所 Web会議 

出席者 八木原会長、亀山、平山、丸各副

会長、尾形専務理事,小野寺、水島、合田

各常務理事、相良、蛭田、町田、村岡、村

上、山口、水村、前田、六角、唐木、古賀、

山本、古林、小日向、安藤各理事,中畠、

古屋各監事 

 冒頭、東日本大震災の犠牲者に対して黙

祷を捧げた。 

１．開 会 

 八木原会長から「今年度の総会で 2019

年の赤字の責任は私を筆頭に全理事にあ

る、と申し上げた。本年はコロナ禍による

事業中止等があり、大幅な黒字とのこと。

しかし、これは自力更生ではない。全理事

が認識しなくてはならない。私自身も責任

は果たしたとは言えないが赤字は解消さ

れた。3期6年をもって退任したいと思っ

ている。来期は既に 30 数人の理事候補者

が推薦されている。」と挨拶。 

 次いで事務局長から理事 23 名、監事 2

名の出席が確認され、事務局長がオンライ

ン会議のホストを務めて議事に入った。 

2.議 題  

(1)議案第1号 議事録の承認について 

2020 年度第9回理事会議事録の承認につ

いて(事前送付済) 

全員一致で異議なく承認された。 

(2)議案第2号 令和3年度事業計画につい

て 

 一部文言の訂正の後、採決に入り、全

員一致で承認された。 

(3)議案第3号 令和3年度収支予算につい

て 

 経常収益計 347,458 千円、経常費用計

366,773千円で、その差額19,315千円の赤

字予算となった。公益目的事業会計が、経

常収益計319,221千円、経常費用計338,536

千円で 19,315 千円の赤字。法人会計では

経常収益計28,237千円、経常費用計28,237

千円の収支均等。会費収入は内閣府の指導

もあり、公益目的事業と法人管理費に半額

ずつ計上した。赤字の 19,315 千円につい

ては、特定費用準備資金のなかから20,000

千円を取り崩し、残りの685千円は予備費

として計上したい。委員会事業予算はほぼ

要求通り、ただ委員会管理等は実績に合わ

せている。SC部関連の雑費についてはコロ

ナ禍でのPCR検査費用等があり、10,000千

円ほど計上した。 

採決に入り、全員一致で承認された。 

(4)議案第4号 特定費用準備資金等取扱規

程の制定について 

 令和 2 年度の決算では大幅な黒字が見

込まれる。公益法人会計には収支相償の原

則があるが、将来の特定の活動のための資

金の保有は認められている。これを特定費

用準備資金という。使用目的や積立額を明

確に定め、使用目的に従って使用し、取り

崩す必要がある。そのための規程の整備も

求められる 特定費用準備資金は、貸借対

照表及び財産目録に名称を付した特定資

産として、他の資金と明確に区分して管理

しなければならない。また、特定の目的外

で取り崩すことを禁ずるほか、特定の目的

外の取り崩しを行う場合は、会長は、取崩

しが必要な理由を付して理事会に付議し、

その決議を得なければならない。 

お諮りする規程（案）は、内閣府公益認

定等委員会に確認して問題ないと言われ

ている。第2条の定義の条文表現に一部修

正の指摘があった。 

全員一致で承認された。 

(5)議案第5号 特定費用準備資金の積み立

てについて  

令和 2 年度に「財政基盤確保資金」と

「国際大会開催資金」の特定費用準備資金

を保有したい。その内容は、今後想定され

る協賛金及び補助金収入の減少及び IFSC

国際競技大会の開催に向けての準備資金

の確保である。計画では令和 2 年度に

30,000千円ずつ積み立てし、令和7年度ま

でに取り崩すものとする。最長5年間であ

る。 

今期の収支差額が 60,000 千円以下の場

合、積立額を変更するのか、などの質疑応

答の後、採決に入り、全員一致で承認され

た。 

(6)議案第6号 中期経営計画について 

 中期経営計画（2021～2025 年）につい

て資料に基づいて内容の説明があった。 

全員一致で承認された。 

(7)議案第7号 公認スポーツ指導者コーチ

認定及び夏山リーダー認定について 

指導委員会から以下の認定承認が諮ら

れ、全員一致で承認された。 

ア)指導者認定申請 

①福岡県山岳連盟  

山岳コーチ1：長野和幸、野田裕美、町元里香 

②神奈川県山岳連盟  

山岳コーチ1：飯塚剛、三田幸雄、高田雅文、 

工藤昌幸、古橋義幸、桑原巧、宮本知保 

③大阪府山岳連盟  

夏山リーダー：原田文美、原田毅、管勝典、  

桂山章、村上晃、塚尾勲、冨岡英明、船山尚孝、

﨑山晃一、吉村元秀 

④神奈川県山岳連盟 

SCコーチ1：小船園望、澤浦和香、岩崎賀央、

松岡 和 

(8)議案第8号 参与の推薦と賛助会員入会

承認について 

 栃木県山岳・スポーツクライミング連

盟の仙石富英氏の参与推薦が諮られ、参与

への推薦が承認された。 

 続いて、賛助会員に関する規程第 2 条
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第1項第2号の定款第28 条に規定する参

与の賛助会員の入会承認が諮られ、全員一

致で異議なく承認された。 

(9)議案第9号 SC審判員選考規程について 

 この規程は、JMSCA 公式競技用であり、

国体とは別である。文言一部訂正の上、全

員一致で承認された。 

(10)議案第10号 JSPO令和3年度スポーツ

功労者表彰に係る推薦依頼について 

 今年度も該当者なしで推薦しないこと

が、全員一致で異議なく承認された。 

3.報 告 

(1)報告第1号 2月度月次会計報告 

 1月月次と大きな違いは、JOC選手強化

費の内示交付が変更になったので、JOC助

成金22,400千円が減額となった、と報告。 

(2)報告第2号 IFSC会長からの要請につい

て 

Webを利用したり、発展途上の国に向け

たコーチング等がアイデアとしてあがっ

ている。300万円程度の規模となる。 

(3)報告第3号 第3回SJC(亀岡)報告につ

いて 

初めての会場で、選手の素晴らしいパ

フォーマンスがあり、スピードも注目され

だした、と報告。 

(4)報告第4号 第34回LJC(印西)について 

緊急事態宣言が解除されていないが、

観客を150人程度入れることで考えている、

と報告。 

(5)報告第5号 第4回CJCについて 

競技方式をシミュレーション中との事。

出来るだけパリオリンピックの順位計算

方式でお願いしたいとの要請があった。 

(6)報告第6号 BYC開催要項について 

開催要項の報告があった。会場の建物

が換気対策には不向きとの事。 

(7)報告第7号 役員候補者選考委員会報

告 

亀山選考委員会委員長から理事は32名

の被推薦者、監事は2名の被推薦者がいる。

会長候補者については、被推薦者の自薦、

選考委員の他薦を募る。と報告。 

(8)報告第8号 名義後援について 

日本山岳写真協会展(日本山岳写真協会) 

えひめスピードトライアル(愛媛県山

岳・スポーツクライミング連盟) 

岡山・東中山下公園ボルダリング体験会 

((一社)岡山県山岳・スポーツクライミン

グ連盟) 

上記3団体の名義後援承認について報告

があった。 

(9)報告第9号 規則の改定について 

・SC競技規則 

・国体SC競技関連規則 

・国体SC競技開催基準要項細則 

国体は2人１組のチーム競技ではある

が、スポーツクライミングの1競技として

入れていきたい。IFルールとの整合性をと

るため統一できる条文は統一したい、国体

特有の規定は残しつつ、他についてはスポ

ーツクライミング規程に合わせることに

なる。常務理事会での承認内容の報告であ

った。 

(10)報告第10号 業務執行理事の職務執行

報告  

各々の業務執行理事が自分の書いた資料

を基に報告を行った。 

(11)報告第 11 号 令和 3 年度日山協山岳

共済会事業計画及び収支予算について 

令和 3 年度の山岳保険は、保険法の改正

もなく、優良割引も前年同様の適用により、

各コースとも保険料、補償内容とも前年と

同じ商品を提供できる。新規事業としてロ

ープワーク、セルフレスキュー講習会、オ

ンラインでの山岳保険説明会についても

言及があった。収支予算については、令和

3 年度もコロナ禍で共済会加入者の回復が

望めないため、経常収益 52,410 千円、経

常費用57,000千円で、4,590千円の赤字予

算とした。従ってJMSCAへの業務委託料も

3500万円となる。 

(12)報告第12号 IFSC WC マイリンゲン派

遣について 

資料に基づいて男子9名、女子6名の選

手派遣の報告があった。 

(13)報告第13号 2021年スピード日本代表

選考について 

選考基準に基づいてスピード日本代表選手

男子5名、女子4名選考の報告があった。 

(14)報告第14号 三重国体・スポーツクラ

イミング競技について 

開催地の菰野町からの通知で無観客に

て競技を行うとのこと。 

4. 会務・役員派遣 

 (2月11日(木)～3月11日(木)) 

(1)愛知・名古屋アジア競技大会組織委員

会との協議 2月 12 日（金） 於：オンラ

イン 尾形専務理事、小日向理事 

(2)佐賀県国体準備室との協議 2月 12日

（金） 於：オンライン 平山副会長、尾

形専務理事 

(3)登山普及情報交換会 2月13日（土） 

於:オンライン 八木原会長他 

(4)全国理事長会議 2月14日（日） 

於:オンライン 八木原会長他 

(5)内閣府火山噴火避難計画手引き作成委

員会 2月15日（月） 於：オンライン 尾

形専務理事 

(6)第 11 回富士山利用者負担専門委員会 

2月16日（火） 於：オンライン 尾形専

務理事 

(7)国立登山研修所スタンダードマニュア

ル検討委員会 2月24日（水）於：オンラ

イン 尾形専務理事 

(8）JOC第2回総務本部会 2月25日（木） 

 於：オンライン 尾形専務理事 



3 
 

(9)第3回SJC亀岡大会  3月6日（土） 

於：グラビティリサーチ サンガスタジ

アムby KYOCERA  八木原会長、平山副会

長、村岡理事 

(10)スポーツドクター代表者会議 3 月 6

日(土)  於:オンライン 六角理事 

(11)役員選考委員会 3月6日（土） 

於：オンライン  亀山副会長他 

(12)JOC選手強化本部会 3月9日（火）1 

  於：オンライン 合田常務理事   

(13)国立登山研修所スタンダードマニュ

アル検討委員会 3月9日（火） 

於：オンライン 尾形専務理事 

(14)東京 2020 オリパラ国内競技団体連絡

協議会 3月 12日（金） 於：オンライ

ン 尾形専務理事 

 


